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研究成果の概要（和文）：日本の家族写真は 1860 年代の後半、幕末期に写真術が西洋から

導入され、西洋の家族写真の直接的な影響を受けてきたが、独自の展開も見せていること

を明らかにした。写真の構図・コンポジションにおいて、西洋風の家長を中心とする家父

長制型家族写真が撮られてきたが、老齢の祖父母を中心として、儒教的な孝養・敬老の倫

理を表象する儒教的孝養型家族写真が多く見られ、家族写真の主流を占めている。それは

中国・台湾や韓国でも同様であり、東アジアの家族写真の大きな特徴として位置づけるこ

とができる。 
研究成果の概要（英文）：In this study I explained that family photographs in Japan were 
directly influenced by Western family photographs of the Western photographic technique  
which were introduced into Japan from West in the latter half of 1860’s but developed 
unique styles. In Japan, the composition of family photographs have been constituted in 
the Western paterfamilias style, but on the other hand they have been constituted in the 
Confucian style which attached much importance to the spirit of piety, which have been 
the main current of family photographs in Japan. Its current is the same in China and 
Taiwan, Korea, so family photographs of the Confucian style are the distinctive feature 
in East Asia. 
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１．研究開始当初の背景 

科研「家族写真の歴史民俗学的研究」(課

題番号：18320141)で、日本の家族写真の

歴史的な展開に関して、人生儀礼や年中行

事などの民俗と関連させて研究した。そし

て、家族写真が民俗学や歴史学の貴重な資

料となることを明らかにした。この研究を

発展させることによって、さらなる家族写
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真に関する歴史民俗学的研究を深めるこ

とができると考えた。家族写真の研究領域

を中国・台湾や韓国の東アジアへと拡大し

て、日本の家族写真と比較研究することに

よって、比較民俗学や文化人類学の領域に

おいて独創的な局面を切り開くことがで

きる。 

 
２．研究の目的 

(1)本研究では、かつて“外地”だった中

国・台湾や韓国において、写真やカメラが

どのような経路で、どのように受容され普

及していったのか、写真館がいつ誰によっ

て設立されたのか、いわば“写真の社会史”

を明らかにする。 

(2)この“外地”の戦前から戦後に至る、

家族写真や写真集をできるだけ収集する

ことを目指す。そして、家族写真がいつど

のような機会に、どのような目的で撮影さ

れ、どのように意義づけられているのか、

家族メンバーの配置(コンポジション)や

ポーズにどのような文化的・宗教的な観

念・意識が表出されているのかに関して調

査し分析して、“家族写真の文化史”を探

究し、家族において家族写真のもつ文化的

意義を明らかにする。 

(3) “外地”の家族写真にどのような場面

や光景が写されているのか、特に人生儀

礼・人生の節目とどのような関わりをもっ

ているのか、家族写真の撮影がどのように

して民俗的な慣行として形成されていっ

たのか、“内地”の家族写真と対照させな

がら“家族写真の民俗史”を探究していく。

それとともに、戦前・戦中と戦後に、家族

写真の場面や家族メンバーの配置・ポーズ、

撮影機会がどのように変化していったの

か、“家族写真の現在”を明らかにするこ

とを目指す。 

 
３．研究の方法 

(1)本研究では、戦前・戦中・戦後を一応

の時代区分として、家族メンバーで写真撮

影をする機会と考えられる、人生儀礼や年

中行事、特に戦争期に関する、家族写真や

家庭アルバムに関する調査を行なう。その

際には、被写体にまつわる話をうかがい、

撮影者が写真師か家族メンバー・近親者か

に留意しつつ、聞き取り調査を行なう。ま

た、中国・台湾や韓国で、写真技術がどの

ような経路で導入され、普及していったの

か、写真館がいつ頃から経営されるに至っ

たのか、写真撮影の機会にどのような階層

差があったのか、カメラや写真撮影の大衆

化がいつ頃から始まったのかといった点

に関して、文献調査を行なう。 

(2)以上の調査・研究に基づいて、中国・

台湾・韓国の家族写真において、家族メン

バーの構成や人生儀礼・年中行事がどのよ

うに変化し展開していったのか、日本の家

族写真と対照させながら、文献資料を踏ま

えて、分析・考察を行なう。また、各年度

末には、計画の問題点を検討し、次年度の

計画に組み込んで、研究計画の遂行を期す。 

 
４．研究成果 

(1)本研究は、これまで写真研究がおもに

美術史において西洋の写真史との関連で

研究されていたのに対して、中国・台湾・

韓国の東アジアを射程に入れた、初めての

研究であると考える。東アジアでの写真・

カメラの導入においては、西洋化・近代化、

何よりも植民地化の歴史的プロセスが大

きく関わっていることが明らかになった。

そして、家族写真における家族メンバーの

配置(コンポジション)では、親への孝養、

長幼の序、男女の別という儒教的な倫理が

写真撮影の導入期から支配的であり、儒教

的孝養型家族写真が家族写真スタイルと

して展開していったことが東アジアの家

族写真の大きな特徴である。 

(2) 東アジアの家族写真が西洋のそれの

影響を濃厚に受けてきたことは確かだが、

独自の家族写真スタイルの展開があった。



 

 

その一方で、家父長制の近代家族の進展と

ともに、家父長制型家族写真も、儒教的孝

養型家族写真に並行して、大きな位置を占

めていくようになる。家長である父親(夫)

を中心にして、両脇に母親(妻)と子供が並

んでいる構図、それは「エディプスの三角

形」と呼ばれ、家父長制型家族写真の典型

である。家長の父親(夫)が母親(妻)と子供

を庇護・監督するという、近代家族のイデ

オロギーがそこには表象されている。この

家父長制型家族写真の受容・普及が西洋

化・近代化の指標となる。 

(3)台湾で写真撮影が広まっていったのは、

1895 年の日本帝国による台湾の領有・植民

地化の以降である。台湾総督府は植民地の

支配・統制のために、記録写真を撮影し、

また植民地化の成果を宣伝するために、植

民地台湾の光景を撮影して報道した。1900

年代の初めに、台湾人が日本の写真学校に

留学し、写真術の習得に励んでいる。1920

年代になると、台湾人の経営する写真館が

現われ、写真撮影が普及していくことにな

る。 

 台湾の早期の家族写真は、大陸中国から

伝来した先祖祭祀に用いる肖像画の伝統

を継承している。先祖肖像画は祠堂や正庁

に掲げられ、子孫に礼拝されている。子孫

が父母・先祖の葬祭を手厚く行なうという、

儒教における「慎終追遠」の孝道が先祖肖

像画には表象されている。先祖は正坐また

は椅坐して、正面を向き、面相学に基づい

て、理想的な容貌を描くことが望ましいと

され、卓上に縁起物である花を生けた花瓶

が置かれ、先祖の身辺に寄り添った童子が

描かれ、子孫繁栄や富貴・長命を表象した

ものが好まれている。台湾の家族写真は、

この先祖肖像画の伝統をそのまま受け継

いで、儒教的孝養型家族写真が撮られ、今

日に至っている(林曉淳「台湾の家庭アル

バムにおける記憶と語り」『日本学報』大

阪大学文学研究科日本学研究室、30 号、2

011 年、参照)。 

(4)朝鮮では、1883 年に金傭元が写真館を

開設している。また、その前後に、日本人

が写真館を開設したとされている。1907

年、朝鮮写真史に大きな足跡を残した、金

圭鎮の天然堂写真館がソウルに開設され

た。1910 年代以降、朝鮮人の経営する写真

館が増えていき、朝鮮全土に写真が普及し、

家族写真も多く撮影されていくことにな

る(ハンミ写真美術館編『わが写真史を開

く』成惠珍・崔嘉珍訳、ハンミ写真美術館、

2013 年〔原本刊行、2006 年〕、参照)。朝

鮮・韓国では、台湾と同じような、卓上に

縁起物である花を生けた花瓶を置いた、儒

教的孝養型家族写真が主流をなしている。 

(5)近年、台湾と韓国では、きわめて豪華

な結婚写真アルバムの作成が隆盛して、写

真館の一大事業にもなっている。また、大

きく引き伸ばされた結婚写真は、家庭内に

飾られている。それは家族写真の現状とも

関わり、日本とは大いに異なっている。と

りわけ韓国では、ホームドラマに家族写真

が頻繁に現われている。家屋の居間に額入

りの家族写真が飾られ、また個室にはやや

小さめの家族写真が飾られている。それは

会社などのオフィスの机の上に家族写真

を飾っている欧米のプライベートなもの

をパブリックな空間に持ち込んでいるの

と同じような状況だと考えられるが、韓国

ではそれを凌駕しているとすら思われる。

韓国では、財布に小さな家族写真、携帯型

家族写真を入れて持ち歩いている人がき

わめて多いのである。 

日本でも、携帯電話やスマートホンに家

族写真を入れて人はいるにはいるが、数少

ない。家庭内に家族写真を飾っている人も

少ない。日本の家族写真において、大きな

特徴となっているのは、家族写真年賀状で

ある。年一辺、家族写真を年賀状に貼り付

けて、友人・知人たちに送りつけている。

家族の絆の健在な“幸せそうな家庭”を演



 

 

出しているのである。近代家族の維持・存

続の媒体として、家族写真が有効な機能を

果たしてきたことは確かだ。日本では核家

族の解体の危機を糊塗する媒体として、台

湾や韓国では核家族内に閉じ籠り、維持・

存続を表現する媒体として、家族写真は他

者に対する自己表象となっていると言う

ことができる。 

(6)研究成果報告書として、『文化/批評』

冬季臨時増刊号(2013 年 1 月刊行)に「特

集：東アジアの家族写真の展開と表象」と

題して、以下の論文を掲載した。 

・川村邦光「特集にあたって：「東アジア

の家族写真の展開と表象」へ向けて」 

・川村邦光「家族写真スタイルの展開と表

象」 

・小山有子「華族の家族写真――『華族画

報』から」 

・鳥集あすか「忘れられた記憶 残された

記憶――写真に見る秋葉神社とその家族」 

・竹原直道「遺棄されたアルバムのなかの

家族写真――それは崩壊する家族の表象

なのか」 

・林曉淳「台湾の家庭アルバムの様相に関

する考察」 

・本多彩「写しだされた日系人の諸相――

公と私の写真」 

・川越道子「戦争とアルバム――在日ベト

ナム人 1 世の家族写真より」 

・西井麻里奈「「聖地」・慰霊碑・クリアラ

ンス――広島戦後史再考」 

・ハンミ写真美術館編『わが写真史を開く』

成惠珍・崔嘉珍訳 
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